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1912年のアポリネール
　　　　（その1　1月～6月）
一「窓」注釈の試み（ll）一
申　川　信　吾
　1911年も終ろうとする頃，アポリネールは彼の最も古い友人の1人トウッサ
ン・リュカに宛てて次のように書いている（1）。
　「僕はまだ僕の事件から立直っていない。相変らず心配しながら僕はその解
決を待っている。『ルーヴル』はゴイエの筆で，僕を，外国人だといって，ア
レッチノやサドなどの選集の編者だといって攻撃しているんだ。だから僕はと
ても恐い，このことでこれ以上追求されないように願ってはいるんだが。この
手紙のことを誰にも話さないでくれ。最も好意的な人々によってさえ，秘密は
すぐにばれてしまうのだ。どこで，どうやって，どんな条件なら僕が帰化でき
るのか調べてくれないか。フランスから追放されるなんてことになったら，ぼ
くはどうなるんだろうか？　こういった疑念が僕から仕事をするための心の平
静を全く奪ってしまっている。僕は密やかに暮すことと安らぎをしか求めてい
ないのに，僕は絶えず迫害にさらされているのだ。」
　このいさきか被害妄想的な告白はしかし1912年初頭のアポリネールの精神状
態を如実にあらわしている。そこには今われわれが目にしている詩篇「窓」の，
意気軒昂とした，自信に満ちて未来を見詰めるアポリネールの面影のかけらも
ない。「窓」は先に述べたように1912年12月に書かれたのだから，この一年間の
変化は驚くべきものだと言わねばならない。事実彼の作品を順に読んでいく
と，多くの研究家の指摘する《アポリネールの変貌》をそこに見ないわけには
いかなくなる。以下われわれは1912年のアポリネールの作品（というよりは
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《書いたもの》）のあとをたどりながらこの変貌の様相をあきらかにしたい。
そのことは，必ずや，アポリネーノkが「窓」に与えた希望の意味を外側から照
らし出してくれるであろう。
　アポリネールの文筆活動はきわめて多方面に及んでんいる。それは詩，小説
と言った創体活動は勿論のこと，美術批評・文学批評を通じての批評家として
の活動，更には様々な新聞・雑誌に連日のように書かれた様々な内容（時評，雑
報，逸話）の記事によるジャーナリストとしての活動，そして最後にサド，ア
レッチノなどの知られざる作家の発掘やパリ国立図書館の発禁本書庫（いわゆ
るenfer　de　la　National）目録の作製などに見られる学識的な活動までまこと
に広範囲である。アポリネールのこのような活動を跡づけるためには，われわ
れは彼がそれらを発表した新聞，雑誌の記事を丁寧にたどっていくしかない。
そうすることによってのみわれわれは，今述べたようにきわめて広い彼の文筆
活動の全貌を，ひいてはアポリネールの全体像をとらえることができるのだ。
　以下にわれわれは1912年におけるアポリネールの活動のあとを日を追ってた
どってみたい。これは今後なされるであろうアポリネールの全生涯に渡る同様
の探索の1912年版である。1912年を先ず選んだのはくり返すことになるがこの
年のアポリネールの活動が当面われわれの目標としている「窓」の読解に不可
欠なものであるからである。ところで，日を追ってアポリネールの作品（書い
たもの）をたどるといっても，ここにすべてを訳出する訳にはいかないので，
きわめて重要と思われるものを除いては発表された機関（新聞・雑誌など）と
日付け，及びその題名だけに留めたい。（記事の内容を示唆するために〔〕で
大まかに分類した）またアポリネールの活動の全貌をとらえたいという意図か
ら重要と思われる伝記的事実をも同時に見ていくことにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　★
　1912年がアポリネールにとってきわめて陰諺な気分の内にはじまったことは
冒頭に引用した手紙が示しているとうりである。そこに述べられた事件とは前
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年，1911年8月から9月にかけて彼を巻き込んだ，いわゆる《ジョコンダ事
件》のことである。同年8月21日ルーヴル博物館のジョコンダ（モナ・リザ）が
盗まれた。新聞は騒ぎたて，前にもルーヴルの何点かの美術品が盗まれていた
ことを暴露する。事実1907年アポリネールの知人であったジェリィ・ピエレと
いう男がスペイン＝ローマ時代の彫像2体をルーブルから盗み出した。この男
はその出所を隠してピカソにそれらを売り払った。更に1911年5月，ジョコン
ダの盗難の少し前，しばらくアメリカに行っていたこの男がフランスに戻って
来て，アポリネールの秘書ということになっていたのだが，またルーヴルから
一体のフェニキァの彫像を盗んだ。今度は彼はそれをアポリネールのアパルト
マンに隠した。さて，ジョコンダ事件の犯人がつかまらないので新聞はもしジ
ョコンダを返すならば絶対に秘密を守り，莫大な賞金を出すという記事を載せ
た。それを読んだピエレは，いくらかの金をもらおうとアポリネールの所に隠
してあったフェニキア像を「パリ・ジュルナル」紙に持ち込んだ。新聞はこの
機会をとらえてルーヴルからこんなに容易に美術品を盗める点をセンセーショ
ナルに強調した記事を書いた。アポリネールはこの記事に動転した。ピカソの
もとにある二体の彫像の出所に思い当ったからだ。9月6日ピカソとアポリネ
ールは相談の結果，名前を秘してそれをルーヴルに返還するように「パリ・ジ
ュルナル」紙に頼み込む。しかし秘密は守られなかった（リュカ宛ての手紙の
秘密云々はこのことを指している）。翌9月7日アポリネールは家宅捜索を受
け，盗品隠匿など窃盗共犯の容疑で逮捕されラ・サンテ刑務所に入れられる。
しかし逃亡中のピエレ自身の手紙による証言や友人たちの努力によってアポリ
ネールは9月12日に一週間の拘留の後に釈放され事件は一段落した。しかしア
ポリネールに対する正式の免訴決定は翌1912年の1月19日であり，リュカ宛て
の手紙はその間の事情を述べているのである。
　ところでこの事件はアポリネールに実に深い傷跡を残した。詩集『アルコー
ル』に含まれる詩篇「ラ・サンテ刑務所にて」にはアポリネールの苦しみが何
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の虚飾もなく述べられていて読む者の心を打つ（2）。
僕はどうなるのでしょう　あS僕の苦しみをご存じの神様
　この苦しみを僕に下さった神様
哀れんで下さい　涙も出ない僕の両の眼と青ざめた僕の顔を
　鎖につながれた僕の椅子の音を
そしてこの牢獄のなかで動いているすべての哀れな心たちを
　僕につきまとって離れない恋を
哀れんで下さい　何よりも僕のか弱い理性を
　そしてそれを打ち負かしてしまうこの絶望を
そしてその傷に，更にもう一つの傷が，彼にくつきまとって離屯ない恋〉の傷
が加わってアポリネールを苛むのである。このジョコンダ事件を境としてマリ
ー・V一ランサンのアポリネールに対する態度は次第に冷たいものになってい
く。1912年に書かれる数少ない詩篇の大部分はこの遠ぎかって行く恋人への愛
されぬ男の歌（la　chanson　du　mal－aim6）なのである。しかしアポリネールは
彼がかつてアニー・プレイドンへの失恋（1904年，rLa　chanson　du　Mal－aim6」）
の苦しみから立ち直ったように，立ち直るであろう（その証しをわれわれは
「窓」に見る）。そしてアポリネールはその経験から，絶望という病への最良の
処方が仕事であることを知っているのである。彼の1912年の仕事が始まる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　★
　＊1月1日『ル・メルキュール・ド・フランス』Mercure　de　France（349
号）《生活逸話》La　Vie　anecdotique「ドリール神父とルコント・ド・リー
ル」「ドリール神父とアナトール・フランス」「アルフレッド・ド・ミュッセと
グレヴィ大統領」「サルタンの卵形コーヒー皿」「サルタンと《ユピュ王》」（3）
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〔文芸消息・雑報記事〕
　アポリネールが『ル・メルキュール・ド・フランス』誌に寄稿するようにな
ったのは1911年4月1日号に新たに《生活逸話》という消息欄が設けられたと
きである。『ル・メルキュール・ド・フランス』は1890年1月アルフレッド・ヴ
ァレヅトがジャコブ街のカフェ，メール・クラリスに集まる仲間たち（J・モ
レアス，E・レノrP・アレーヌ，R・ド・グールモン，A・サマン，Ch・
クロス）とともに発刊した《文芸・芸術》誌である。初めのうちはサンボリス
ム的傾向が強かったが（寄稿者には上記の作家たちの他にH・ド・レニエ，ヴ
ェルハーレン，P・ルイス，　H・ルベル，　F・ジャム，ヴィエレ＝グリファ
ン，L・プロワなどサンボリストたちの名が見える）次第に様々な傾向の作家
に門戸を広げ，月2回発行となった1905年からは，フランスのみならず諸外国
のあらゆる知的活動を総合する折衷的な一大雑誌となった。したがってこの雑
誌の定期的寄稿者となることはアポリネールの文筆活動に於て大きな意味を持
つものであった。アポリネールはこの《生活逸話》欄を1918年の彼の死まで担
当し続けるであろう。彼はそこに突飛で奇妙な物事への彼の嗜好，人間や事物
への旺盛な好奇心，豊かな幻想，そしてまた疲れを知らぬ話し手としての才能
が織りなす楽しい読み物を書き続けるのである。1918年，第2詩集『カリグラ
ム』の出版のすぐあとに彼はr両岸の散歩者』Le　Flaneur　des　deux　rivesと題
する小文集を出版するがそれは殆どすべてこの《生活逸話》からパリに関する
記事を抜粋して再編成したものであった。さて，当然1912年もアポリネールは
rル・メルキュール・ド・フランス』の《生活逸話》欄を定期的に書き続ける。
そこからはこれといって革新的なアポリネールの姿は浮んでこない。
　＊1月5B『ル・プティ・ブルー』Le　Petit　Bleu「シャーロック・ホームズ
の起源」④〔文芸消息記事〕
　1912年1月4日の　『ル・フ゜チ・ブルー』に次のような予告がある（5）。「今週
から『ル・プチ・ブルー』にはわれわれの寄稿家ジャン・ジョセブ＝＝ルノー，
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ギィヨーム・アポリネール，E・ルジエ＝ドルシエール，ジャック・ランド
ー　リュシアン・ヴァル，ド・ブリオンによる消息欄が連載されるであろう」
『ル・プチ・ブルー』は1898年8月4日にゴルドン＝＝ボネによって設立され，
ギュスターブ及びシャルル・シモンによって編集された新聞で，最初は青っぽ
い紙に，ふんだんに風刺画や機智にとんだ絵が載った週刊紙であった。しかし
経済的な理由で何度か模様変えをして，1911年からはアルフレッド・ウルマン
の共和主義的な日刊紙となった。特に政界や実業界で読まれた新聞で，発行部
数はかなり少なく1917年でわずか約2，500部であった。アポリネールはこの新
聞に8回分の記事を書いている（1月5日～4月5日）。その内後半の4回は
《芸術通信》Chroniques　d’Artと題された美術批評である。その発行部数か
らいって『ル・プチ・ブルー』への寄稿がアポリネールの文筆活動をどのぐら
い支えるものであったかは疑問である。しかし社会から迫害されていると感じ
ている時期に新しい活動の場を得ることはたしかに大きな力付けとなったであ
ろう。
　＊1月6日『ル・パッサン』Le　Passant《パリの通行人》Passant　par　Paris
「行進と余裕」（6）〔雑報〕
　ブリュッセルのユーモア新聞『ル・パッサン』に関してはアポリネール自身
が『ル・メルキュール・ド・フランス』の《生活逸話》欄で2度ふれている。つ
りまその誕生と死である。（1911年12月1日の「《ル・パッサン》」「アンドレ・
ブランダンとルイ・ピエラールがブリュッセルで風変りな新聞を発刊した…。
彼らはそれを《ル・パッサン》と名付けた。そこではユーモアが仔情と交り合
い，風刺画が直面目なデッサンと交互に載っている。これは新しい試みであ
り，《ル・パッサン》はフランスのどの新聞をも，そして私の考えではいかな
る国の新聞をも思い起させない。」（7）そして1912年6月16日付の「《パッサン》
の死」「私は諸君に，ブリュッセルのすぐれた文学者たち，そして機智ある漫
画家たちによって発行された新聞，《パッサン》の死をお知らせする。」（8））ア
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ポリネールはこの新聞にまずティル，ついでアルマヴィア伯爵のペンネームで
6つの記事を送っている。その内1911年12月30日付の「1912年の流行」と題さ
れた記事，及びこの1912年1月6日付の記事は後に小説「虐殺された詩人」
（1916年出版の小説集r虐殺された詩人』所収）に取り入れられている。（前者
は第13章「流行」に。後者は第14章「めぐりあい」に）
　＊1月10日rル・プチ・ブルー』「ディケンズのある恋」（9）〔文芸消息〕
　＊1月16日『ル・メルキュール・ド・フランス』（350号）「《ラ・プティッ
ト・ガゼット・アプテジィエンヌ》」「1911年の最も重要な文学的事件」「サン
ボリスムに関する学位論文を書いたアンドレ・バール氏は…」「モロッコとト
リポリについての予言」（10）〔文学消息・雑報〕
　＊1月18日『ル・パッサン』《パリの通行人》「現代の料理」（11）〔雑報〕
　『ル・プチ・ブルー』「カロとジプシー」（12）〔芸術消息〕
　＊1月20日『ラントランジジャン』L’lntransigeant「《サロン・デaヴェー
ル》Le　Salon　d’Hiverグラン・パレでのヴェルニサージュ」（13）〔美術批評〕
　『ラントランジジャン』は美術批評家としてのアポリネールのいわば檜舞台
であったと云えよう。『ラントランジジャン』は1880年H・ロシュフォールに
よって創刊されたパリの大日刊夕刊紙である。その政治的傾向は主幹によって
変化し最初の断固たる反日和見主義的社会主義からブーランジュ将軍支持の右
翼的傾向にまで及んでいる。1905年から1932年まではレオン・ベルビイにひき
いられパリ最大の日刊夕刊紙であった（1917年11月の部数255，000部）。文芸・
映画・スポーツ欄が次第に拡大きれ，文芸欄ではアポリネールの他にもアンド
レ・ビィ，アラン・フルニエ，マックス・ジャコブなどが寄稿している。アポ
リネールは1910年5月友人のアンドレ・サルモンの仲介で『ラントランジジャ
ン』の《芸術生活》欄を受けもつこととなった。以後1914年までの4年間この
『ラントランジジャン』にアポリネールは連日のように彼の美術批評を展開す
るのである。多くの発行部数を持つこの大新聞の美術欄を担当することによっ
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て美術批評家としてのアポリネールは自他共に確立したと見てよい。しかし一
面新聞の美術欄という性格はアポリネールの批評にジャーナリスティックな性
格を与え，自分の美術についての思想を展開するというよりは，きわめて主観
的な，印象批評的なものになりがちだったことは否めない。彼はその批評の中
でしばしば「私はこの絵が好きだ」とか「この絵は実にくだらないと思う」と
か言う。しかも彼の評言は必ずしも首尾一貫したものではない。彼がキュビス
ムの画家たちttiJを評価したと考えるのは，これら新聞の批評から見るかぎり
では，正しくない。
　『ル・パルテノン』Le　Parth6non「虹一第1章：並木路のマスク，第2章：
ポフ遊び」（14）〔小説〕
　アポリネールのこの小説は次のような注釈つきでブロー男爵夫人（彼女の芸
術・文学サロンは有名で，アポリネールもその常連であった。）の主宰するこ
の政治文学雑誌に発表された。「7人の小説《虹》。rパルテノン』の七人の寄
稿家が，われわれの女編集長のテーブルを囲んだ昼食会の折に，彼女は7人の
作老によって書かれる一つの小説という魅力的な考えを持った。誰が最初に書
き初め，この特異な小説をどんな順番で書き続けるかが籔で決められた。この
小説についてはまだ発表もされていないのにすでに多くの新聞でとりあげられ
ている。その成功は恐らく非常なものであろう。われわれはその7人が誰であ
るかをあきらかにしない。しかし文学通ならば誰でも彼らの文体やイマジネー
ションからその作者を推測できるであろう。編集部」（15）この種の企てがアポリ
ネールを喜ばせたことは想像に難くない。アポリネールはそこで縦横無尽に空
想力を働らかせて荒唐無稽な物語を作りあげている。そして編集部が予想した
通り〈7人の最初の1人〉とだけ署名されたこの小説の冒頭の部分の作者がア
ポリネールだということはすぐにばれてしまった。ところでこの第2章の題名
になったポフ遊びLe　Pofとは作者によると「M．A．S（＝アンドレ・サルモ
ンのこと。ただし作中にはこの言及はない）によって発明された《知的》な遊
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び」で，適当な固有名詞を選び，その中に含まれている文字を用いて奇妙な会
社あるいは新しい詩の流派の名称となる名前を作るのだという。そしてこの
P．0．F．というのもParti　ouvrier　frangais（フランス労働党）の頭文字から取
ったものなのである。さらにアポリネールはこの作品中でマリネッティMARI－
NETTIという名前を用いて例を示している。それはManutention　astrale
reconnue　italienne　nonobstant　explications　trさs　trさs量mb6ciles（とてもとて
もばかけた説明だけれどイタリアの承認された天体倉庫）となり，あるい
はManifestation　am6ricaine，　roumaine，　ib6rique，　norv6gienre，6gyptienne，
touranienne，　turque，　italienne（アメリカの，ルーマニアの，イベリアの，ノ
ルウェーの，エジプトの，トゥランの，トルコの，．イタリアの宣言）となる。
この種の遊びは彼の気に入った。言葉そのものが素材となるこの種の遊びはや
がて言葉そのものが素材となる詩へと発展する芽を持っているのではなかろう
か。会話詩，カリグラムといった手法にそれは何か近いものを感じさせるので
ある。そしてここにマリッネッティの名が出て来ることにわれわれは驚かざる
を得ない。しかも明らかにアポリネールはマリネッティを，彼の「未来派宣
言」をからかっている。この態度は1912年初頭のアポリネールの未来派に対す
るそれを暗示していて，この頃の他の文章（2月7日rラントランジジャン』
・2月9日『ル・プチ・ブルー』など）と照応するものだ。
　＊1月25日『ル・プチ『・ブルー』「流行っている物」（16）〔i雑報〕
　＊1月27日『ラントランジジャン』《芸術生活》「公式主義者，フェリック
ス・ヴァロットン」（17）〔美術批評〕
　自ら公式主義者と名乗るアカデミックな画家たちの最初のグルーフ゜展へのア
ポリネールの批評は，アポリネールの彼らへの敵意がにじみでていて興味深い。
　＊2月1日『ル・メルキュール・ド・フランス』（351号）《生活逸話》「Virgi－
lius　nautics」「ルーヴェィル氏についてのしゃれ」（18）〔文芸消息〕
　＊2月号『プロヴァンスへの歩み』Les　marches　de　Provence「ミケランジ
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エロからピカソへ」（19）〔美術批評〕
　＊2月7日『ラントランジジャン』《芸術生活》「イタリア未来派の画家た
ち」（20）〔美術批評〕
　＊2月9日『ル・プチ・ブルー』《美術通信》Chroniques　d’Art「未来派の
芸術家たち」（21）〔美術批評〕
　先に述べたように相ついで書かれたこの二つの未来派の画家たちに関する記
事はあまり好意的なものとは言えない。彼はまだフランスで殆んど知られるこ
とのなかったこの運動がイタリヤの文学・美術を改革しようとする詩人マリネ
ッティとその仲間たち（画家としてはボッチオー二，カラ，ルッソーロ，バッ
ラ，セブリー二の名を彼はあげる）の運動であると紹介したあとで「この画家
の未来派の独創性は動きを再現しようとしたことにある。それはたしかに完全
に正当な探求だが，ずっと以前にフランスの画家たちが，解決し得る範囲で解
決した。」と書く。アポリネールはさらに未来派の画家たちが現代のフランス
絵画を模倣しているにすぎないと述べ，彼らの饒舌，その宣言の尊大さは無意
識のものだとからかう。そして更に言う「フランスの新しい画家たちの芸術は
《公式主義者たち》のアカデミスムから，自然に対するきびしい，執拗な観察に
よって異なっている。若い画家たちは自然を細かく観察し，細かく分析し，忍
耐強くそれを研究する。だからこれ程純粋な造形美術家たちが全く主題sujet
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を気にかけないからといって，また彼らの絵が今や，絵画peinture，習作6tude
あるいは嵐景paysageなどと題されているからといって驚くべきではないの
だ。私は最近，これほど純粋に造形的な探求はわれわれを全く新しい芸術，音楽
が文学に対して持っているようなことを絵画に対して持つであろうような新し
い芸術へと導きはしないかとさえ考えたのである。未来派の芸術家たちは，殆ん
ど造形的な探求をしていない。自然は彼らには興味がないのだ。彼らは何より
も圭崩に専念する。彼らは心珪状態6tats　d’amesを描こうとしている。それは
考えられているよりももっと危険なことなのである。」と。これがその大担さ
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を認めながらも，彼が，未来派と彼が支持するフランスの新しい画家たちとを区
別する要点なのである。この年彼は更にもう一度未来派についての記事を書く
が（10月10日『探索家と好事家の仲介者』（22）L’interm6diaire　des　chercheurs
et　des　curieux）その主旨は全く変ることはない。
　＊2月14日『ラントランジジャン』《芸術生活》「フランス派1’Ecole　fran・
gaise展」（23）〔美術批評〕
　＊2月16日『ル・メルキュール・ド・フランス』（352号）《生活逸話》「フ
ェルナン・フルーレ氏」「《ル・マスク》Le　Masque」「未来派画家展にて」
「あるユダヤの小話し」「画家フアン・グリスの家で」（24）〔文芸消息・雑報〕
　＊2月号『レ・ソワレ・ド・パリ』Les　soir6es　de　Paris（1号）「現代絵画
の主題について」（25）〔美術評論〕「ミラボー橋Le　Pont　Mirabean」（26）「ペル・
テ・プロェセンティット・アルスペクスPer　te　proesentit　aruspex」（27）〔詩，
2篇〕
　アポリネールの友人たち，アンドレ・ビィイを筆頭に，アンドレ・サルモ
ン，アンドレ・チュデスク，ルネ・ダリーズは事件のショックからなかなか立
直れず，気落ちして，疲れ切っているアポリネールにアンドレ・ビィの言によ
れば「僕らの彼に対する友情の証拠」を示して，勇気づけ，精神的な援助を与
えるために雑誌を創刊することに決めた。ここに1903年の『ル・フェスタン・
　　　　　　　　　　ノデソップ』Le Festin　d’Esope以来9年ぶりにアポリ．ネールは自分の雑誌を
持つことになったのである。以後1914年8月の最終号まで彼はそこに彼の最も
重要な作品群を発表し続ける。その第1号の冒頭を飾ったのが彼の美術論『現
代絵画の主題について』である。今まで見て来たように，彼はいくつもの新聞
の美術欄に美術批評を書き続けているが，しかしそれらはいずれも時評的な性
格を持つもので，正面から自分の美術についての思想を展開できる類のもので
はなかった。今，彼はそれを出来るのである。事実これは1908年の「造形の三
つの本質」Les　trois　vertus　plastiques以来の，まとまった美術論なのであ
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る。更にこの創刊号のエッセイが美術論であることはやはり注目に値いする。
それは彼の当時の関心が美術にあったことを証明するものである。このエッセ
イは後に美術論集『キュビスムの画家たち』に再録され，《絵画について》と
題された第一部の第皿章となる。このエッセイの論旨は先に引用した2月9日
付けのrル・プチ・ブルー』の記事のまさにその引用部分を（未来派に言及
している部分は除いて）敷術したものである。丁度同じ頃に書かれたものであ
り，アポリネールのこの頃の力点の置き所がわかって興味深い。
　さて同じrレ・ソワレ・ド・パリ』創刊号はアポリネールの2篇の詩を載せ
る。あのあまりにも有名な「ミラボー橋」（『アルコール』所収　ただし『アル
コール』所収のものはすべて句読点がはぶかれている。）そして「ペル・テ・
プロエセンティット・アルスペクス」である。後者を訳出して見よう。
ペル・テ・プロェセンティット・アルスペクス
おSわが愛する恋人よ，僕の作品である君よ僕は君を愛する
いつまでも僕は君の眼差の火を燃やし続ける
僕は君を愛する　僕が美しい美術品を，
高貴な彫像を，魅惑的な詩を愛するように。
君は，わが愛する人よ，僕自身の証人になるであろう。
僕は君を永遠のものにする，僕の出発のあとで，
君が遅れてきた人間たちに僕の名前を伝えるように
君を，命と愛，僕の栄光そして僕の象徴を；
そして僕は君のすばらしい美しさが気遺わしい
君自身それを語ることができない故になおさらに：
それを認め，そのすべてを造ったのは僕なのだ。
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だから，美しい美術品，僕らの恋は
天と地との飾り物だったし　これからもそうであるだろう，
お㌧君，僕の作品，僕の神よ！
この2篇の詩は，アポリネールがマリー・ローランサンとの恋を歌った最初の
詩である。アポリネールの恋愛詩はアニーとのときがそうであったように恋が
終ろうとする予感を，あるいは去っていった恋を悼んで歌うもので，恋の喜び
をうたったものはないと言ってもよい。ここでも，うたわれるのはマリーとの
恋の破局であり（それがジョコンダ事件以後のことであることはすでに述べ
た。それがその後，紆余曲折を経て決定的となるのはこの年の8月頃である）
恋の喜びではない。このことはかなり明瞭にアポリネールの仔情詩の本質をあ
らわしている。つまり彼の仔情詩は過去をうたうのであり，現在あるいは未来
をうたうものではない。そして彼はこの1912年を通じて督情詩をうたい続け
る。彼がその野情性から抜け出すのは「窓」によってなのである。2月，彼は
まだその段階にいない。
　＊1912年版rアルテニス』Arth6nice（第3年度・3号）「不滅Immortalit6」
（27）（「ベル・テ・プロェサンティット・アルスペクス」と同じ詩）
　＊3月号『レ・ソワレ・ド・パリ』（第2号）「絵画についての四つの手紙」（as）
〔美術消息〕
　アポルネールの短い解説を付してポール・セザンヌの四通の手紙が紹介され
ている。（1902年2月3日付，1903年2月22日付，1912年1月28日付及び1903
年9月13日付のいずれもシャルル・カモアン宛）セザンヌがピカソ，ブラック
などに与えた決定的な影響はいうをまたない。彼らの古くからの友人であり，
彼らの絵の発展を見守ってきたアポリネールが同じようにセザンヌに興味をよ
せるのは当然であろう。
　＊3月5日『ラントランジジャン』《芸術生活》「マリー・ローランサン。
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ロベール・ドゥローネー』（29）〔美術批評〕
　2月28日から3月13日までバルバザンジュ画廊で行われた「マリー・ローラ
ンサン＝ロベール・ドゥローネー展」の批評記事である。ドゥローネーはデッ
サンや習作も含めて41点の作品を展示しており（ローランサンは招待されて少
数の作品を展示）かなり規模の大きな個展であった。ローランサンに関しては
アポリネールは彼女の嗜好がフラシス・ルネッサンスの画家たちと似ていると
述べたあとで「ローランサン嬢が絵を描くときには彼女に霊感を吹き込みに美
の女神たちとミューズたちがやってくるのではないかと私は思う」などときわ
めて主観的なことを述べている。またドゥローネーについては彼が「すでに彼
の世代の芸術家たちの間で重要な地位を占めている」ことは認めているものの
特別な価値を認めているようには思えない。ところでアポリネールとドゥP　一一
ネーはこの頃かなり密接な関係を持つようになる。その点に関してはドゥP一
ネー自身次がのように述べている（3°）。「その頃われわれ（ロベール及びソニァ・
ドゥローネーのこと）はアポリネールと密接なつながりを持った。彼の秘書に
よるフェニキアの彫像窃盗に関連して入れられたサンテ刑務所から彼が出てき
たすぐ後の頃で，彼は友人たちから殆んど見捨てられていた。われわれは彼の
前衛的文学者としての名声に悪い結果をもたらすスキャンダルに彼を巻き込ん
だこの宣伝の効果に全く動揺し，ノイローゼになっている彼を，彼のオートゥ
イユのアパルトマンに見い出した。われわれがグラン（オーギュスタン街3番
地のわれわれの家に1ケ月か1ケ月半の間彼を住まわせたのはこの頃であっ
た…。この時期，われわれはアポリネールと特に親密になった。そして私は新
しい絵画について彼と交した議論や手紙のことを覚えている。私はその中で私
が私の絵画についてこの頃から確立し始めた確信を彼に示し，ある得べき絵画
の基本となる諸原理を明示したのであった。」このドゥローネーとの議論そし
て彼の新しい絵画のための諸原理はアポリネールに実に重大な影響を与えた。
次第にアポリネールはドゥo一ネーの特別な価値を認め始める。それはこれか
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らのアポリネールの美術評論が証明してくれるはずである。
　＊3月10日『ラクション』L，Action「キュビスムについてのアンケートへの
解答」（31）
　「私が絶えず書いてきたことを，ここにくり返すことができることをうれし
く思います。一私の考えでは，皆が《キュビスム》と呼ぶことを望んでいる
ものはわれわれの時代の最も気高い芸術上の活動なのです。（…）私はつけ加
えねばなりません，私の賛辞を何よりも新しい絵画の諸傾向に捧げる，と。私
の評価をそれら新しい絵画の個々の才能に留保しながら。」ここにもアポリネ
ールのキュビスムー辺倒とは云えない態度を見ることができよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－ルリデコ　＊3月13日『ル・プチ・ブルー』《美術通信》「装飾芸術と女性の絵画」（32）
〔美術批評〕
　＊3月19日　『ラントランジジャン』「アンデパンダン展一オルセー河岸の
バラックでヴェルニサージュが開かれるのはたしかなことだ。t一全体の眺望
一傾向」（33）（この記事は連載される：3月20日「アンデパンダン展のヴェル
ニサージューそれは非常に華やかでしかもいかにもパリらしかった。二太
陽も参加した。」〔第1室一15室〕，3月25日：〔第16室一18室〕，4月3日：
〔第19室一41室〕）〔美術批評〕
　＊3月20日　『ル・プチ・ブルー』「アンデパンダン展一新しい諸傾向と個
人的な画家たちと」（34）て美術批評〕
　この2つの記事は共に「第28回アンデパンダン展」についてのものである。
アンデパンダン展が20世紀前半の近代絵画の推進に果した役割りは云うをまた
ない。1884年12月に官展のサロンに対抗してパリのパヴィヨン・ド・ラ・ヴィ
ル・ド・パリで無審査無賞の公募展として第一回を開催して以来，アポリネー
ルの時代まででもルドン，シニャック，スーラ，ゴッホ，アンリ・ルソー，セ
ザンヌなどがこのアンデパンダン展を有力な発表機関としてきたのであった。
それは常に新しい画家たちの自己主張の場であったのだ。アポリネールが毎年
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数多く開催される展覧会のなかで特にこれを重視する理由は理解できる。さて
アポリネールは『ラントランジジャン』の記事（3月19日付）の冒頭に次のよ
うに書く。「《アンデパンダン展》が開催されようとするこの時に，私は次の
ように云うことができる。私はこの7年の間，数多くの刊行物にそしてこの新
聞のこの欄に，私以外の誰もがあえて書き得なかったであろうような現代芸術
についての多くの真実を語ってきた，と。それらの真理は，しばしば，あまり
にも強烈な光のように人の目をくらませた。しかし私はそれらが一部のすぐれ
た人々を啓発してきたことを知って満足していたのだ。人はすぐに明るさにな
れてしまう。私の炎は他の松明に火をつけた。今日ではフランスの若い流派
（エコール）の教義を擁護するのはもはや私だけではない。しかし私はこれか
らも今までのように，芸術家たちのそして公衆の注意を引きつけるに値するあ
らゆることを語り続けよう。」このアポリネールの自信に満ちた言説は，彼が
例の事件から完全に立ち直ったことを意味している。今や彼は「今までのよう
に」いや今まで以上に戦闘的に様々な分野で活動しはじめるのである。
　アポリネールがこの28回アンデパンダン展において評価するのが新しい傾向
の画家たち一ル・フォーコニエ，メッッァンジェ，グレーズ：，レジエ，マリ
ー・ローランサンなど一であるのは当然だが，しかし彼がドゥローネーに与
えた特権的ともいえる評価は注目に値するものである。「偉大な出来事，それは
文句なくロベール・ドゥローネーと新・印象主義との接近である。間違いなく
ドゥローネーの絵は，この展覧会で最も重要なものだ。彼の絵，《パリ市》は
絵画による表現という以上のものである。この絵には，イタリアの偉大な画家
たち以来おそらくは失なわれていた芸術についての概念が立ち現われている。
この絵が，それを描いた画家のすべての努力を集約しているとすれば，それ
まはた，いかなる科学的な機械の助けをもかりることなく，現代絵画のすべて
の努力を集約してもいるのだ。この絵は十二分に仕上げられている。構成は単
純で崇高である。そして人々がいかにこの絵を低く見ようとしても，次のよう
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な真実に逆らうことはできないであろう　　これこそ絵画，真の絵画なのであ
り，人々が久しく見ることがなかったものなのだ。」（3月19日『ラントランジ
ジン』）「この《パリ市》と題された絵は，今まで，たしかに興味深いがしかし
未完成の作品をわれわれに見せてきた若い画家の手になるものである。彼のエ
ッフェル塔のドラマティックな解釈は彼が力を持っていることを示してはいた
ヤが，彼が自分の約束をこんなにも完壁に果すとはあえて望めずにいたのであ
る。《パリ市》は，恐らくイタリアの巨匠たち以来のあらゆる努力がそこに集
中されている絵である。あえて云おう。もはや疑古主義とかキュビスムとかい
った探求が問題になっているのではない。これこそ，もうわれわれが習慣とし
なくなった激情とくつろぎがつくり出した崇高にして大胆明快な絵である。
（…）その単純，大胆な構成は，幸いにも，幾世代もの間フランスの画家たちが
新しいもの，力強いものとみなしてきたすべてのものに結びついている。いか
なる意図も，また驚かそうとか晦渋にしようとかいう野心もなく，いまここに
現代絵画の歴史に一時期を画す重要な絵が存在する。」（3月20日rル・プチ・
ブルー』）ここにわれわれは当然先に見たドゥローネーの影響を見ることがで
きよう。アポリネールはキュビスムとは違った道を歩みはじめたドゥm一ネー
の絵画をはじめてはっきりと認識したのである。
　＊3月27日　rラントランジジャン』「ヴェルニサージュー風刺漫画家協会
展Le　salon　de　la　soci6t6　des　dessinatures　humoristes　2度目のヴェル
ニサージュが今晩9時から0時まで行われる」（35）〔美術批評〕
　『パリ＝ジュルナル』Paris－Journal「神様になった片輪者」（36）L’Infirm　di－
vinit6〔小説〕
　『パリ＝ジュルナル』は1869年にアンリ・ド・ペーヌを編集主幹として創刊
された保守的な日刊紙である。1908年ジェロー・リシャールが所有者兼主幹に
なると文芸・芸術紙に変身した。そこではアラン・フルニエ，ジャン・モレァ
ス，ポール・フォール，コレット，ジュール・ロマンなどが健筆をふるった。
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1911年にジェロー・リシャールが死んだ後は，再び政治紙となり，政治欄の担
当に保守派のドゥロンクルをすえた銀行家のコルラの機関紙となった。その結
果急速に部数は減り1910年の40，000部が1912年18，000部となっている。ア
ポリネールはすでに1910年頃からこの新聞に寄稿している。それらは短編小説
（1910年～1912年まで7編），美術批評（1914年5月1日～8月1日），文芸通信
（1910年），その他雑報と多種多様で回数も多い。彼がジョコンダ事件のときに
彫像を持ち込んだのもこんな因縁からなのである。ところでアポリネールが小
説に注いだ情熱は詩や美術批評に劣るものではない。すでにごく若い頃から小
説，特に短篇小説（コント）への彼の興味は芽ばえていて，彼は詩作と平行して
コントを書き続けている。1909年彼が初めて出版したのが小説『腐って行く魔
術師』であったし，われわれが今問題にしている1912年当時彼は，一般には，美
術批評家，そして小説集r異端教祖株式会社』（この作品は1910年のゴンクー
ル賞の候補となった）の作者として有名だったのである。（彼が詩人としての
名声を確立するためには，すでに様々な雑誌に詩を発表していたとはいえ，1913
年4月の詩集rアルコール』の刊行を待たねばならなかった。）この作品「神様
になった片輪者」は後に第2小説集r虐殺された詩人』（1918年）に含まれる。
　＊4月2日『ラントランジジャン』《芸術生活》「ロベール・モルティエ」
Robert　Mortiさr（37）〔美術批評〕
　＊4月5日rル・プチ・ブルー』《美術通信》「女流画家たち」（38）〔美術批評〕
　1911－12年のシーズンに開かれた女流画家の個展の批評である。エレーヌ・
デュフォー，マルヴァル夫人，マルト・ガラールなどを取り上げているが勿論
マリー・ローランサンを讃めるのが眼目のような文章である。（この部分は後
の『立体派の画家たち』の第2部《新しい画家たち》の「マリー・ローランサ
ン」の一部分になる）アポリネールは彼女と何とかよりを戻そうと努力する。
しかしうまくゆかず，そのことが，彼を苦しめるのである。
　＊4月10日『パリ＝ジュルナル』「聖女アドラータ」（39）Sainte　Adorata〔小
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説〕（r虐殺された詩人』に入れられる）
　＊4月13日『ラントランジジャン』「美術展にて，《サロン・ド・ラ・ナショ
ナル》のヴェルニサージュの前に一共和国大統領の公式訪問一全体の眺
望」（40）（この記事は連載される。4月14日「彫刻」，4月16日　〔第1室〕一
ズロァガー〔第2室〕，4月18日〔第5室～第16室〕。）〔美術批評〕
　＊4月25日『ラントランジジャン』《芸術生活》「アルベール・ベスナール」
Albert　Besnard．（41）〔美術批評〕
　＊4月30日『ラントランジジャン』「美術展一明日，《サロン・デ・ザル
ティスト・フランセーズ》のヴェルニサージュー誰もが行きたがるであろ
う，なぜなら収益は空軍のために用いられから」（42）（この記事は連載きれる。
5月1日「《サロン・デ・ザルティスト・フランセーズ》のヴェルニサージュ
ー空軍のための収益はよかった一〔第2～16室〕）〔美術批評〕
　アポリネールが美術批評を書いた美術展は数多い。そして当然のことながら
沢山の画家・彫刻家たちがそれらの美術展に出品していたはずである。しかし
時の流れはそれら多数の美術家たちの名を忘却のかなたに追いやった。ここに
あげた二つの美術展でも当時アポリネールが列挙している（別に高く評価して
いるのではない）名前のなかでわれわれの記憶にとどまっている者はごくわず
かである（モーリス・ドニ，彫刻家ブールデルなど）。それに反して先のアン
デパンダン展に於ては逆にアポリネールの高く評価する大部分の画家たちがわ
れわれにもよく知られた画家たちなのである。ここにわれわれ当時のアンデパ
ンダン展の近代絵画における重要さとそして何よりも美術批評家アポリネール
の眼識の確かさを見ないわけにはいかない。彼は美術の理論家ではなかったが
（しかしどうも彼は無理に理論家であろうとした節がある。それがたとえば次
にあげる『レ・ソワレ・ド・パリ』所収の評論をあいまいなものにしてしまう
のである。）いわば本能的な美術批評家だったのである。
　＊4月号『レ・ソワレ・ド・パリ』（第3号）「新しい絵画一美術について
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の覚書」（43）〔美術評論〕
　＊5月号『レ・ソワレ・ド・パリ』（第4号）「新しい絵画一美術について
の覚書」（44）〔美術評論〕
　この2つのエッセーは先の創刊号のそれと合わせてアポリネールの1912年前
半までの美術論の集大成と云えよう。しかしそれは彼のいう《新しい絵画》の
持つ一般的傾向をきわめ詩的に述べたものであって，決して理論的なものでは
ない。彼が「私は絵画の近代派をこの上なく称讃する。なぜならばそれはかつ
てなかったほど大胆なものに思われるからだ。それは美そのものを問題にする
のだ」と書くとき，彼が熱狂し，擁護するのは画家たちの態度であって彼らの
理論（画家にとってはこれこそが問題なのだが）ではない。しかしその彼も，
今まで《新しい絵画》と総括的に呼んでいたものの内部から相異った傾向が生
まれてきたことに気づかないわけにはいかなかった。その代表がドゥローネー
なのである。
　5月号『レ・ソワレ・ド・パリ』「地獄」（45）L’Enfer〔詩〕
　またマリー・ローランサン詩篇とでもいうべき一篇である。以然としてn一
リンサンの面影が彼を悩まし，苦しめる。
地　獄
何一つ飲むものもない一人の男が砂漠を横切り
ある晩海のほとりへとたどりつく
苦い波をながめて彼の喝きは増すばかり
この男は僕の欲望，海は君の勝利だ。
心が暗くなると青づくめの服を着て
絞首台の足元を美しい仮面の男が散歩する
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恋によるかのように一黄色と緑の吊るされた男一
僕は恐ろしい栄光の手が燃えることを願う
吊るされた男，美しい仮面の男そしてのどの渇いたこの男が
僕自身が掘った地獄に降りてくる
そして地獄とは常に：《彼女に愛して欲しいという僕の願い》
そして僕が手にすることは永久にないのだろうか　僕の望むものを
愛とはいはず，せめてもの願いかくも美しい死すらも。
云ってくれ，君は知っていたのか，僕の心が死にそうだということを？
　＊5月1日『ル・メルキュール・ド・フランス』（357号）《生活逸話》「フ
ァイク・ベグ・コニッッァ」Faik　b6g　konitza．（46）〔文芸消息〕
　ファイク・ベグ・コニッッア，このアルバニア生れの奇妙な男の名は，アポ
リネールのもう一人の不実な恋人アニー・プレイドンの名に結びついている。
1903年及び翌1904年，1902年にドイツで別れたアニーを追ってロンドンに渡っ
たアポリネールが彼の地で世話になったのがこの男だからである。そして，
　　　　　　　　　　ロマンスそして私は歌ったこの恋歌を
1903年に知ることもなく
私の恋が美しい不死鳥に似て
夕べに死んでも朝にはまた
よみがえるのだということを（47）
このr愛されぬ男の歌』に「朝にはまたよみがえる」とうたわれた彼の恋，マ
リー・ローランサンとの恋が今終ろうとするときに，彼がファイク・ベグ・コ
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ニッツアの想い出を《生活逸話》に書きつづったのは果して偶然であろうか。
アポリネールの恋の傷は，もう一つの事件の傷がいえた今でもなお深く，広か
ったのである。
　＊5月15日『ラントランジジャン』《芸術生活》「カル＊e，一及びリカール作
品展（48）〔美術批評〕
　＊5月21日『パリ＝ジュルナル』「友人メリタルト」（49）L’Ami　M6ritarte
〔小説〕（『虐殺された詩人』に含まれる）
　＊5月31日『ラントランジジャン』《芸術生活》「クロード・モネ」（50）
〔美術消息）
　＊6月1日『ル・メルキュール・ド・フランス』（359号）《生活逸話》「エ
ドゥァール・フェル氏」「カニュド氏の部屋」「ッングース族の詩」「ポール・
ガビヤールの死」（51）〔文芸消息・雑報〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－ル　デコ　＊6月6日『ラントランジジャン』《芸術生活》「装飾芸術のルネッサン
ス」（52）〔美術批評〕
　＊6月16日『ル・メルキュール・ド・フランス』（320号）《生活逸話》「テ
アトル・フランセに於けるジャン・モレアスの《イフェジェニー1’lph696nie》」
「クロード・モネ」「《通行人》（ル・パッサン）の死」「アテネ座の《お好
きなように》Comme　il　vous　plaira」（53）〔文芸消息〕
　＊6月22日『ラントランジジャン』《芸術生活》「魅力的なボナールは…」（54）
　＊6月30日『ラントランジジャン』《芸術生活》「トリアンナーレ展」（55）
　＊5月号『レ・リュブリック・ヌーヴェル』（6号）Le’s　Rubliques　Nouveiles
「メルランと老婆」（56）Merlin　et　la　vieille　femme〔詩〕
　そのインスピレーションに於て『腐って行く魔術師』L’Enchanteur　pourri－
ssant（1909年出版）や詩篇「盗族」Le　Larron，「隠者」L’Ermite（いずれも
rアルコール』に含まれる）に類似し，テーマに於て「水晶の家」La　maison
de　Cristalに似ているこの詩は，まだサンボリスム影響下にあったアポリネー
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ル初期の作品である。1912年のこの時期になって古い詩篇をしかも初めて発表
したのは，恐らく彼がこれまで書きためた詩による詩集を刊行しようという意
図を明確にしたためであろう。事実これからこの年度中に発表される（大部分
が『レ・ソワレ・ド・パリ』に）詩篇はすべて『アルコール』に含まれること
になるのである。
　＊6月号『レ・ソワレ・ド・パリ』（第5号）「オランダ人の技師」（57）L’ln・
genieur　hollandais〔小説〕（「男女賭博クラブの出逢」La　Rencontre　au　cercle
mixteと改題されてr虐殺された詩人』に含まれる）　　　　　　　〔未完〕
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